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関西圏の 3 大学にて 2017 年 6 月～9 月に，心理学に関連する講義を受講している学生
を対象とした質問紙調査を実施した。実施時には，調査協力者の匿名性を保たれた上でデ
ータは統計処理されることを説明した。質問紙の回答者は 168 名であったが，回答に不備
のあったものを除外して，男性 77 名，女性 70 名の合計 144 名(平均年齢 20.95 歳; 
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 質問項目全体の構造を確認するために，全 20 項目の因子分析を実施した(最小二乗法・
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Promax 回転)(表 1)。 
固有値 1.0 以上を基準に，因子寄与，スクリープロットなどから 5 因子を抽出した。第 1
因子は「インストラクターは楽しい雰囲気づくりをするべきだ」「インストラクターは話し
上手な人がいい」など 5 項目で構成されており「雰囲気因子」と命名した。第 2 因子は「イ
ンストラクターは高い専門知識が必要だ」「インストラクターには高度な技術が必要だ」な























.82 -.12 .02 -.03 .01 .66 
Q5 インストラクターは話し上手な人がいい .71 .02 .17 .12 -.06 .64 
Q2 インストラクターは笑顔でいてほしい .70 -.09 .04 .01 -.04 .49 
Q17 インストラクターには、いろんな気配りや心配りが
必要だ 
.56 .07 -.02 .09 .13 .41 
Q12 インストラクターから技術以外の楽しい話もしてほ
しい 
.49 .02 .00 .02 -.04 .24 
Q１インストラクターは高い専門知識が必要だ .09 .81 -.00 -.04 -.06 .58 
Q6 インストラクターには高度な技術が必要だ .02 .74 -.11 .05 -.12 .55 
Q11 インストラクターは日々技術の向上をめざすべきだ -.00 .47 .10 -12 .06 .31 
Q8 インストラクターはライフジャケットを拒否する人
にも強引に着用させるべきだ 
-.12 .43 -.09 .03 .10 .23 
Q4 インストラクターはカッコいい人がいい -.01 .16 .91 -.08 -.06 .80 
Q19 インストラクターは外見がステキな人がいい .09 -.03 .81 .03 .00 .73 
Q9 インストラクターは服装やファッションセンスがあ
る人がいい 
.11 -.06 .55 -.09 .08 .34 
Q20 インストラクターは知識豊富で知的な話し方をする
人がいい 
.30 -.01 -.16 .66 -.08 .45 
Q15 インストラクターには理論的な指導力がなにより大
切だ 
-.13 .04 .00 .61 .19 .50 
Q16 インストラクターは研究会などに参加し、知識の共
有や研鑽が必要だ .06 .34 -.00 .53 .02 .57 
Q13 インストラクターは楽しさを犠牲にしても安全第一
であるべきだ 
.01 .04 .02 -.04 .77 .61 
Q18 インストラクターは冒険心をそそるメニューよりも
安全を優先すべきだ  -.02 -.05 -.01 .09 .73 .56 
因子寄与 3.01 2.65 2.36 1.92 1.82  
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因子 雰囲気因子 技術因子 外見因子 指導力因子 安全性因子 
男性(n=77) .15 .18† .23* .10 -.06 
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